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初日の出を伊豆沼・内沼で見ませんか？ 

特別開館日： 
平成26年1月1日～平成26年1月5日 

化女沼 

休館日：平成25年12月30、31日 

伊豆沼・内沼 

マガンの飛び立ち 

 11月17日（日）、「ガンの飛立ち観察会」を開催しました。参加者、宮城県内を始め、

遠くでは関東方面からいらした方々で、伊豆沼でガンの飛立ちを観察した後、ラムサールツ

アーとして蕪栗沼や化女沼をバスで巡りました。現地では、それぞれの地域で環境保全に取

り組んでいるNPOの方々にご案内を頂きました。 

蕪栗沼 

日の出 
6時30分頃 



ガン類        61,099羽 

ハクチョウ類       1,511羽 

カモ類          1,540羽 

合計         64,150羽 

伊豆沼・内沼（11月21日調べ） 

オオハクチョウ Cygnus cygnus   

落ちモミを採食中のハクチョウ 

【オオハクチョウの主な観察ポイント】 

まじかでハクチョウが
みられます。 

まじかでハクチョウが
みられます。 

休息中のハクチョ
ウが多くみられま
す。 

水の中に顔を突っ込んでハスの地下茎
（レンコン）を食べています。 

伊豆沼・内沼で見られる時期：10月上旬～2月上旬 

伊豆沼・内沼で見られる場所：沼・沼周辺の水田 

食べ物              ：落ちもみ・レンコン・ 

                    マコモの地下茎 
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 主に湖や池沼などに生息します。伊豆沼・内沼には、毎

年2,000～3,000羽のハクチョウが越冬のため飛来し、こ

の数は、日本一となっています。 

 沼周辺を散策すると、レンコンを食べたりするなど様々

なオオハクチョウの姿を見ることができます。 

【オオハクチョウとコハクチョウの見分け方】 

ここに注目！ 

クチバシの黄色い部分の大きさが見分けるポイントです！ 

オオハクチョウ 
（黄色の部分が大きい） 

コハクチョウ 
（黄色の文分が小さい） 

マガン 

沼に多いのはオオハクチョウ、

川に多いのはコハクチョウです。 


